
認定部門 育児・介護休業制度充実部門

実現のポイント 

社長との距離の近さが風通しの良さを生む !
“ダイレクトコミュニケーション”を旨とするベアーズは、お客様のみなら
ず社員同士のコミュニケーションも大切にしています。そのため、社員 1
人 1人との面談による話し合いを重視しています。社長との距離が近いの
も大きな特徴で、社員の月 1回の面談のみでなく、研修を終えた家事代行
の現場スタッフさんとも 1人 1人全員と 1対 1で会ってお話をしているの
も大きな特徴です。その風土が、安心して悩み事などをお話できる社風を生
んでいるのだと思います。

家族と会社が繋がっている社風
ベアーズでは、社員が育児休業中にも子どもを連れて会社に遊びに来る風景
もよく見られます。忙しい中でも社員全体が育児中の人を応援する社風なの
で、安心して子どもを遊びに連れてこられるのだと思います。また、その風
景を見ることで、将来出産を控えた人にも夢と気づきを与えているようです。

社風の下地作り？感謝の気持ちを育むためのリボン賞
ベアーズには、毎朝、お互いの良いところを発表するという『リボン賞』と
いうイベントがあります。感謝のコトバを口に出して言うのは照れくさいか
もしれませんが、コトバにしないと伝わらないものでもあります。言われた
人だって嬉しいはずです。また、自分自身が相手の良いところを意識して見
つけるというのも大事な部分。お互いに感謝し、助け合い思いやる“相手の
笑顔が嬉しい”という想いが社員ひとりひとりの心に芽生え、ベアーズの社
風の基礎となっています。

従業員の意見 

育児休業の取得が自然なものであり、復帰後の条件を素直に相談することが
可能でした。男性社員も、我が子の誕生に立会い休暇が取れたりと、家族の
絆を大事にしている会社であると思います。私の復帰に際して、当時私の希
望したイレギュラーな労働スタイルにも快く対応していただき、かつそれ以
上に働きやすい環境を何も言わなくても用意していただけました。
親身に対応してくれた会社に対し、ますます貢献したい（仕事に対する）気
持ちや、モチベーションが上がったと感じます。また、時短以外の急な欠勤
（子の発熱時）も認められ、安心して仕事と家庭を両立することができます。

（写真 :クリーンスタッフとして参加した「すみだ・ストリート・ジャズ・フェスティバル」にて）
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事業内容 

家事代行サービス（ロイヤルメイドサービス）

ファミリーサポート（介護支援）サービス

ベビー &キッズシッターサービス

ハウスクリーニング（ロイヤルハウスクリーニング）

ホテルサービス、ビル管理 等

認定部門 育児・介護休業制度充実部門

目的・理念 

つくることが目的ではない。制度の先にあるものを見据えて
産前産後休業、育児休業の制度は法定ですが、本当に大切な問題は、『復帰
後にいかにして会社の中に溶け込み元のポジションで頑張れるか？』『キチ
ンとしたキャリアを形成できるか？』という復帰後に向けての環境整備にあ
ると思います。この部分を無視して『心から安心できる産前産後休業、育児
休業』は無いとベアーズは考えています。
制度に関しても走り出したら終わりではなく、常に社長と社員とでコミュニ
ケーションを取ることで、より良い内容に進化させるべく努力しております。

安心して休業できるために「会社との繋がり」を !
会社と休業中社員との情報共有のみではなく、希望に応じて時間短縮のアル
バイトで来て頂くという制度も設けました。また、アルバイトは部署も選べ
るようにし、本来の業務以外の部門の仕事を知ることで、会社全体を見渡し、
違うスキル、視野を広げて貰う目的もあります。

取組内容 

育児休業中の社員と会社とのつながりが切れないよう配慮
• 育児休業取得者に対し、希望に応じて時間短縮のアルバイトで雇用
• 休業者に対して月１回社内報の送信

安心して産前産後休業、育児休業を取得できるよう配慮
• 復帰後面談による、キャリアプランの再確認＆形成
• 出産時の夫の立会い休暇
• 休暇中の社員に対して、代替要員の雇用
• 子どもの学校行事などによる休暇

会社概要 

会　社　名  株式会社ベアーズ
代 表 者 名  髙橋　健志
創立（創業） 1999年 10月
所　在　地  中央区日本橋蛎殻町 1-34-5
T E L / FA X  03-5640-0211 / 03-5640-0212
従 業 員 数  82名
U R L  www.happy-bears.com
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